
　
和
歌
山
競
輪
場
開
設
75
周
年
記
念

「
和
歌
山
グ
ラ
ン
プ
リ
」は
、
１
月
10
日

〜
13
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
る
。今
シ

リ
ー
ズ
は
古
性
優
作
、
新
山
響
平
、
岩

本
俊
介
の
Ｓ
Ｓ
班
３
名
が
参
戦
す
る

が
、
主
役
を
務
め
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん

グ
ラ
ン
プ
リ
覇
者
と
な
っ
た
古
性
だ
。

昨
年
準
Ｖ
の
地
元
の
東
口
善
朋
を
は

じ
め
、
自
力
型
は
窓
場
千
加
頼
、
中
釡

章
成
と
近
畿
勢
は
充
実
の
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
。だ
が
、北
日
本
勢
も
新
山
、菅
田

壱
道
、
大
槻
寛
徳
と
戦
力
は
整
っ
て
い

て
、
一
筋
縄
で
は
い
き
そ
う
に
な
い
。

優
勝
の
ゆ
く
え
は
果
た
し
て
？

　
こ
こ
４
年
間
は
、
和
歌
山
記
念
か
ら

新
年
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
る
古

性
優
作
。今
年
は
連
覇
を
か
け
て
の
参

戦
と
な
る
。グ
ラ
ン
プ
リ
で
脇
本
雄
太

と
の
連
係
を
実
ら
せ
て
頂
点
に
立
っ

た
ば
か
り
。オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ダ
ー
と
し

て
の
精
度
を
益
々
高
め
て
い
る
だ
け

社
杯
で
落
車
す
る
な
ど
、
順
調
で
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
競
輪
祭
の
一
次
予
選

１
は
、
上
が
り
11
秒
２
の
好
タ
イ
ム
で

逃
げ
切
り
勝
ち
。脇
本
雄
太
の
反
撃
を

不
発
に
終
ら
せ
て
い
て
、
状
態
に
不
安

は
な
い
。連
係
が
多
く
、Ｇ
戦
線
で
も

ワ
ン
ツ
ー
を
決
め
て
い
る
気
心
が
知

れ
た
和
田
健
太
郎
、
12
月
伊
東
で
Ｖ
、

同
月
佐
世
保
記
念
で
は
２
勝
す
る
な

ど
、
自
力
攻
撃
が
冴
え
て
い
る
青
野
将

大
ら
と
南
関
ラ
イ
ン
を
形
成
し
て
勝

機
を
見
い
出
す
。ラ
イ
ン
の
総
合
力
で

は
近
畿
、
北
日
本
に
見
劣
り
す
る
が
、

赤
い
レ
ー
サ
ー
パ
ン
ツ
で
の
参
戦
と

な
る
だ
け
に
爪
痕
を
残
し
た
い
。

　
松
本
貴
治
も
24
年
の
後
期
は
素
晴

ら
し
い
成
績
を
修
め
た
。７
月
佐
世
保

М
Ｎ
、
11
月
防
府
記
念
、
12
月
松
山
記

念
と
、Ｇ
３
で
３
Ｖ
を
達
成
し
て
い

る
。主
武
器
の
ま
く
り
は
破
壊
力
抜
群

だ
し
、
番
手
戦
も
そ
つ
な
く
こ
な
す
。

今
シ
リ
ー
ズ
の
上
位
陣
は
中
四
国
勢

が
手
薄
の
不
利
は
あ
る
が
、
主
導
権
争

い
が
激
化
し
て
展
開
が
も
つ
れ
る
よ

う
だ
と
、
豪
快
な
一
撃
が
飛
び
出
す
場

面
も
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
ヤ
ン
グ
グ
ラ
ン
プ
リ
を
制

し
た
纐
纈
洸
翔
に
も
注
目
。

に
、
近
畿
勢
の
大
将
格
と
し
て
、
フ
ァ

ン
の
期
待
に
応
え
る
競
走
を
演
じ
る

可
能
性
は
高
い
と
み
る
の
は
当
然
だ

ろ
う
。窓
場
千
加
頼
、
中
釡
章
成
と
頼

れ
る
自
力
型
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
も

古
性
の
優
勢
を
拡
大
し
て
い
る
。特
に

窓
場
と
は
連
係
実
績
が
豊
富
だ
。高
松

宮
記
念
杯
の
西
一
次
予
選
２
、
オ
ー
ル

ス
タ
ー
の
準
決
、
決
勝
で
い
ず
れ
も
ワ

ン
ツ
ー
。Ｇ
１
で
も
好
連
係
を
決
め
て

い
る
。そ
の
窓
場
は
、
24
年
は
飛
躍
を

遂
げ
た
１
年
と
な
っ
た
。オ
ー
ル
ス
タ

ー
、
９
月
向
日
町
記
念
は
続
け
て
準
Ｖ

と
大
魚
を
逃
が
し
た
が
、
12
月
佐
世
保

記
念
で
は
、
２
①
①
❶
着
と
待
望
の
記

念
初
Ｖ
を
達
成
。最
高
の
形
で
締
め
括

っ
た
。こ
こ
も
古
性
に
前
を
任
さ
れ
れ

ば
強
気
に
攻
め
る
。地
元
の
東
口
善
朋

は
、
68
周
年
大
会
に
続
く
２
Ｖ
目
ゲ
ッ

ト
に
闘
志
を
燃
や
す
。昨
年
は
古
性
に

２
分
の
１
車
身
及
ば
ず
準
Ｖ
。今
年
は

逆
転
な
る
か
。

　
新
山
響
平
、
菅
田
壱
道
、
大
槻
寛
徳

の
北
日
本
勢
が
近
畿
勢
に
徹
底
抗
戦

す
る
。先
陣
を
受
け
持
つ
の
は
、
３
年

連
続
で
Ｓ
Ｓ
班
を
張
る
新
山
だ
。24
年

は
タ
イ
ト
ル
に
手
が
届
か
な
か
っ
た

も
の
の
、
全
日
本
選
抜
、
高
松
宮
記
念

杯
、
オ
ー
ル
ス
タ
ー
、
寬
仁
親
王
牌
で

決
勝
に
乗
っ
て
い
て
、Ｇ
１
戦
線
で
快

速
を
猛
ア
ピ
ー
ル
。突
っ
張
り
先
行
を

基
本
と
し
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
先

行
で
、
バ
ン
ク
狭
し
と
暴
れ
回
っ
た
。

12
月
広
島
記
念
in
玉
野
で
は
、
初
日
特

選
、
準
決
と
２
勝
し
て
い
て
、
最
近
の

調
子
も
良
好
。新
山
が
レ
ー
ス
を
支
配

す
れ
ば
、
北
日
本
勢
が
優
勝
を
さ
ら
う

可
能
性
は
大
い
に
あ
る
。

24
年
は
初
め
て
グ
ラ
ン
プ
リ
出
場

を
果
た
し
た
岩
本
俊
介
。不
惑
を
迎
え

て
の
大
ブ
レ
イ
ク
は
、
立
派
と
い
う
他

は
な
い
。ダ
ー
ビ
ー
で
準
Ｖ
と
好
走
し

た
後
は
、
高
松
宮
記
念
杯
、
共
同
通
信
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連
覇
を
目
指
し
古
性
優
作
が
始
動

古
性
優
作

新
山
響
平

窓
場
千
加
頼

※2024年12月31日現在のデータです。
級班 氏　名 登録地 期別 競走得点
SS 岩本俊介 千葉 94期 111.60
SS 古性優作 大阪 100期 122.44 
SS 新山響平 青森 107期 116.23 
S1 山口富生 岐阜 68期 107.33 
S1 伏見俊昭 福島 75期 105.94 
S1 小林潤二 群馬 75期 99.80 
S1 大槻寛徳 宮城 85期 109.28 
S1 東口善朋 和歌山 85期 111.20 
S1 和田健太郎 千葉 87期 112.00 
S1 柏野智典 岡山 88期 104.42 
S1 吉本卓仁 福岡 89期 106.17 
S1 山田英明 佐賀 89期 112.09 
S1 90 期 102.35 
S1 小岩大介 大分 90期 110.31 
S1 菅田壱道 宮城 91期 113.17 
S1 片岡迪之 岡山 93期 102.03 
S1 佐藤和也 青森 95期 104.79 
S1 高久保雄介 京都 100期 107.06 
S1 窓場千加頼 京都 100期 113.25 
S1 吉澤純平 101期 109.90 
S1 岡本総 愛知 105期 104.24 
S1 石塚輪太郎 和歌山 105期 104.50 

級班 氏　名 登録地 期別 競走得点
S2 田中洋輔 宮崎 84期 86.61 
S2 岡田征陽 東京 85期 102.68 
S2 渡辺十夢 福井 85期 104.32 
S2 菅原晃 大分 85期 96.91 
S2 佐々木省司 青森 86期 91.64 
S2 海老根恵太 千葉 86期 104.52 
S2 青森伸也 福島 87期 101.64 
S2 松岡健介 兵庫 87期 100.84 
S2 伊豆田浩人 神奈川 87期 88.80 
S2 大屋健司 広島 87期 99.03 
S2 荻原尚人 宮城 89期 99.28 
S2 志村太賀 山梨 90期 102.88 
S2 古屋琢晶 山梨 90期 95.17 
S2 吉松直人 高知 90期 100.00 
S2 竹山陵太 宮城 91期 102.39 
S2 房州輝也 福島 91期 92.03 
S2 中川貴徳 栃木 91期 100.75 
S2 柿沼信也 埼玉 91期 98.86 
S2 鷲田幸司 福井 92期 99.19 
S2 松尾信太郎 福岡 92期 96.56 
S2 武田憲祐 神奈川 93期 93.56 
S2 椎木尾拓哉 和歌山 93期 107.56 

級班 氏　名 登録地 期別 競走得点
S2 北村信明 徳島 93期 101.36 
S2 成松春樹 佐賀 93期 97.59 
S2 加賀山淳 千葉 94期 98.92 
S2 藤田勝也 和歌山 94期 103.81 
S2 桶谷明誉 広島 94期 90.43 
S2 佐藤雅春 宮城 94期 98.13 
S2 武藤篤弘 埼玉 95期 96.00 
S2 山中秀将 千葉 95期 97.26 
S2 田中勇二 岡山 95期 105.22 
S2 杉本正隆 96期 104.27 
S2 城幸弘 山梨 96期 93.23 
S2 山下一輝 山口 96期 99.44 
S2 根本哲吏 秋田 97期 102.38 
S2 稲毛健太 和歌山 97期 104.97 
S2 角令央奈 福岡 98期 93.48 
S2 渡邉雄太 静岡 105期 103.52 
S2 阿部拓真 宮城 107期 106.76 
S2 畝木努 岡山 107期 96.74 
S2 山本拳也 高知 109期 100.47 
S2 奥村諭志 岡山 111期 97.26 
S2 吉田智哉 愛媛 111期 100.39 
S2 磯川勝裕 東京 113 期 94.41 

級班 氏　名 登録地 期別 競走得点
S2 大阪 113 期 107.92 
S2 宮本隼輔 熊本 113 期 101.10 
S2 伊藤奎 福島 115 期 91.37 
S2 幸田望夢 栃木 115 期 96.33 
S2 三浦貴大 岐阜 115 期 93.25 
S2 今野有樹 愛媛 115 期 90.91 
S2 坂本紘規 青森 117 期 97.88 
S2 藤田周磨 埼玉 117 期 100.47 
S2 水森湧太 東京 117 期 88.17 
S2 長屋秀明 岐阜 117 期 91.57 
S2 貴志修己 和歌山 117 期 100.48 
S2 堀江省吾 長野 119 期 103.09 
S2 渡口勝成 山口 119 期 102.58 
S2 田村大 宮崎 119 期 96.53 
S2 日高裕太 静岡 121 期 99.23 
S2 原田翔真 和歌山 121 期 90.20 
S2 室井蓮太朗 徳島 121 期 103.27 
S2 一丸尚伍 大分 121 期 98.46 
S2 浮島知稀 群馬 123 期 92.55 
S2 梶原海斗 福岡 123 期 102.38 

級班 氏　名 登録地 期別 競走得点
S1 中西大 和歌山 107期 98.60 
S1 末木浩二 山梨 109期 106.21 
S1 池野健太 兵庫 109期 103.04 
S1 南潤 和歌山 111期 103.52 
S1 松本貴治 愛媛 111期 113.27
S1 小林泰正 群馬 113期 108.83
S1 寺沼拓摩 東京 115期 106.52 
S1 岩谷拓磨 福岡 115期 106.26 
S1 青野将大 神奈川 117期 107.29 
S1 渡邉雅也 静岡 117期 105.15 
S1 久田裕也 徳島 117期 104.57 
S1 松本秀之介 熊本 117期 107.22 
S1 大川剛 青森 121期 99.97 
S1 纐纈洸翔 愛知 121期 103.23 
S2 水谷良和 愛知 70期 99.54 
S2 伊藤正樹 愛知 71期 91.52 
S2 齊藤竜也 神奈川 73期 97.84 
S2 小嶋敬二 石川 74期 93.57 
S2 岩本和也 石川 76期 99.19 
S2 宮下貴之 埼玉 81期 87.17 
S2 中村良二 福岡 81期 100.60 
S2 西岡正一 和歌山 84期 98.57 

茨城

茨城

茨城芦澤大輔

中釡章成



車券の購入は20歳になってから。競輪は適度に楽しみましょう。
競輪とオートレースの売上の一部は、機械工業の振興や社会福祉等に役立てられています。
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地元地区推奨選手地元地区推奨選手

　低空飛行が続いていたが、11月奈良は１②❶
着とオール連対のＶ。決勝は展開が向いたとは言
え、どん尻からまくって２着以下を５車身千切った
スピードは素晴らしかった。12 月佐世保記念は
優参と復調著しい。

　10 月熊本記念で決勝に乗ると、その後は 10
月玉野２②❷着、11月弥彦１①❻着、同月静岡２
①❷着と連対ラッシュだ。12 月は２場所とも病
欠したが、正月開催から再始動。体調に問題がな
ければ上位戦でも目が離せない。

　決勝進出は散発的ながら、初日予選はコンス
タントにクリアしている。もう少し末脚が欲しい
気はするものの、スピードは一級品だ。一次予選
は主力になるし、二次予選でも仕掛けがツボに
はまると一発怖い。

末木 浩二 （山梨/109期）

阿部 拓真（宮城/107期） 梶原 海斗  （福岡/123期）

南 潤
（和歌山/111期）

　11 月京王閣から12 月名古屋
までの３場所は、Ｆ１戦ながら
オール優参。12 月平では久し
ぶりの優勝も手にしていて、地
元記念に向けて順調にきてい
る。地元ファンにベテラン健在
をアピールしよう。

　11 月奈良、同月松戸はいずれ
も連勝で決勝に進出。12 月佐世
保記念は１⑦⑨①着と２勝をあげ
ていて、ここのところ白星が多い。
先行力は競走得点以上のものが
あり、地元記念で大暴れが期待
される。

椎木尾 拓哉
（和歌山/93期） ※
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